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〔農 業〕政府の米買付け計画（63) 64年の国営農園のゴム生産（76) カポ
ック綿花栽培 (108) ゴムの生産目標（136）砂糖の生産目標（137) 東部ジ








〔輸出入〕 1965年 1月8日の外貨準備（15) 旧国営商社の活動（42) 2万
4000トンの石炭輸出を計画（80）農産物輸出目標額（89）農産物輸出目標高
(156) 65年の輸出実績（179) ゴム輸出目標高（188) とうもろとし輸出見
込み（190) 国営海産物会社の活動状況（266) 船舶保有量（268）対北鮮貿
易（281) ピノレマ米輸入（289) 65年第4四半期軽工業品輸出（293)









































































壊した（メダン事件〉。 5月には北スマトラの 1プランテーシ ョンの耕作権
をめぐって， PKI系の農民戦線と軍警察当局とが衝突し，死傷者がでた（パ


























































手縄米｜ トノレジj 305 
2. 小麦粉｜ 1 kg 11,00 
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350 410 725 
1,621.431,90 I 2,185.71 
1,50 I l,78.5711,860 
m I 485 I 565 
95 I 17. 861 125 
970 I 950 I 1,325 
3. 501 3. 50l 3. 50 





























5.1431 6. 67 
8. 861 1. 980 
5.1901 5. 293 
7. 7121 7. 963 
6. 40DI 6. 909 
9. 0§31 10. 036 
0. 4671 0. 467 
7.810! 13.810 
1 t 0381 16 .14 9 
6.073! 6.351 
8.1311 9.472 
8. 5721 9. 091 
9. 8291 13. 709 
0. 4671 0.467 
5.0261 5.53j 5.3601 6.0631 6.1321 6.191 7.0451 7.8461 9.64 
6.7981 5.481 4.1791 3.9601 5.0701 5.2371 6.761 7.521 9.918 
5.171 5.4041 5.031 5.4061 5.8421 6.0101 7.121 7.811 9.838 
I ジャカノレタ








































〈註〉 1957年 3月～1958年 2月のジャカノレタにおける生計費を100とする。























第 3表 SP P価格の推移
2月 ｜ 3月 ｜ 4月 ！ 5月 ！日（改正）
取引所価格 i I 11 c 2日） ]6 (20日）I 16. 3 c 4円）I 1s.1 C 2日）
I I 17.2(8上I)I 16.1 (27日）I I 23.8(22日）
自由価格 I11 .2(24日）I11.2(s日）I 21 (20日）I 26.4 c 3日）｜
I I 16.5 (30日）I 22 (24 H ) I 27 . 3 C 8 s ) I 
7 Jj ・r 8月 I9 ,1 l附 ｜孔















































箪人および家族 l 246,000トン I 146,160トン
作 戦（響察） I 60 , ooo " I 65 , 14'7 " 
ジャカノレタ（国家公務員民間労務者〉 j 240,000 1 I 372,494* 1 
米不足の特定8地域 I 96 ,ooo " 
重要産業 j 未定 l 194,441 I 
天災および端境期放出米 ｜ 仰 00" I 410,374 " 


















































れ 400億， 1000億ルピアとなっているo また税収については， 64年末に法人
税，所得税の税率が引下げられ，政府はこれによって従来なかった滞納，納
税忌避が減少し，かえって増収がえられるものと期待しているo 歳入実績を













































































缶 きロ士 食 口L口I 30.518 45.827 52.450 
織 維 20.668 33.960 38.025 
衣 þÿe™ 17.374 27.259 29.936 
そ σ〉 他 :n.726 34.211 
総合指数 28.140 34.658 38.552 
一一一一
（注〉 その他はタバコ，セメント等。






































政 þÿl» 経 済 対 合ト 閲 係
1. 6 ムノレパ党，暫定的に禁止。 1. l 国連脱退通告。
l. 20 スパンドリオ外相，訪中。
1. 27 日本に借款要請〈日本にタソカ一等大量注文〉。 1. 28 インドネシア ・中国共同声明。
2. 15 共産系労組，スマ トラで米国系農闘接収。 2. 1 外貨取引一部自由化。 2. 11 λ外相，訪日。
2. 16 各地で北爆反対のデモ。
2. 24 BPS系の2ll¥:発禁。
3. 4 スカル／大統領，イ ンドシナを訪問。
3. 7 マラ ンでHMI.PWI大会を妨害。 3. 6 AAイスラム会議，ジャカノレタで開催。
3. 20 会外岡石油企業，政府の管理下に。 3. 30 イ ・中経済協力協定調印。
3. 31 パソカー米特使，来イ。
一 4. 11 スカノレノ大統領，経済政策の転換を演説。 4. 11 川｜島特使， AAlO周年記念式典のため来イ。
九 4. 17 AA会磁10周年記念式典，ジャカノレタで開催。．』． 
J、 5. 6 日本自民党議員団，米イ。
五 5. 11 PKitr,4回中央委会議。 5. 10 SPP制度改正。 5. 14 米国，グ リーン新大使を任命。
年 5. 14 スマトラでパンダノレ ・ベッシ事件発生。 5. 19 ス外相， AA会議，マνーシア問題で訪日。
の
5. 23 PKI45周年記念式典。 5. 25 パキスタ γ経済代表団，来イ。
イ
5. 29 メグンmで反共暴動。
6. 19 財政部門，宗教省新設占 6. 26 スカルノ大統館，アノレジzbこ出発。
ン
ド 7. 7 PKI代表団，訪ソ。
ネ 7. 17 日本との砂結工場近代化予備契約成立。 7. 19 コγゴと外交関係樹立。
ン






年 9. 6 青年戦線による反印デモ。













































































一（ 2 ）ー -106ー
インド ネシア日誌






















































連以上に有効な世界的機関はない。 〔日経〈タ） 1. 4〕
, PKI，国連脱退を支持一一アンタラ通信によると，アイディツト共産党中央委議
長は声明を発表，共産党はスカルノ大統領のインドネシア国連脱退の決定を歓迎し，





































〔AP－毎日（朝） 1. 6] 
V中部ジャワの農地再分配完了一一中部ジャワ農業問題視察官 Drs.Soerosoは








場， Surakartaに2工場， Tjilatjap,Rembang, Lebaksiuに各l工場），その他窯業，
製材所，紛績工場，なめし皮工場，鉄製品工場等々である。 (Ant.〕
v対中共貿易の増加一一対中共貿易商は64年に9200万ドルに達したo 内訳をみる
と輸出高は64年 1月～11月で5800万ドノレ（63年は， 3400万ドル〉で， 主要輸出物資
はゴムで，上品質・ゴム 4万ト ン，低品質ゴム 5万7000トンくそれぞれ64年前半期）
であり，その他ノfーム油，砂糖，コプラ等である。
輸入高 〈主要輸入物資は消費物資〉は， 3400万ドノレ（64年 1月～11月）となって
いる。 〔Ant.〕
1月6日
TA  A諸国，脱退再考を要請一一日本をふくむアジア・アフリカ・グループの 11
ヵ国は， ノミラノレ ・インドネシア国連代表にインドネシア政府が国連脱退の決定に再























































































































































































































うj とソ連大使に述べたといわれる。 。 〔毎日（朝） 1. 10〕
vラーマン首相が非難一 一マレーシアのラーマン首相は，マレ一半島南西部のイ
ンドネシア人侵入地域を視察「インドネシアはマレーシア攻撃にダムダム弾を使用



















































































1. 私のイ ンドネシア訪問の時期は今月中はむりかもしれない。あるいは 2月
か3月になることもあるだろう。 〔毎日 （タ）〕
1月 12日


























































































- 121ー 一（17 ）一
インドネ、ンア
1. スカノレノ大統領はマレーシア粉砕計両の失敗から引っこみがつかなくな













































































に対してとるべき共同対策を協議するもょう。 〔毎日 （朝） 1. 21〕
’ス外相，ビルマ到着一一スパンドリオ外相の一行は，ラングーンに到着した。
ピルマ側とアジア，世界情勢の検討を行なう。なおスパンドリオ氏は空港で 「イン















AA  （アジア ・アフリカ〉グループに協力するという大局的立場からこれをあえて
しなかったことを強調している。
また，国連はインドネシアの見地からすれば，時には強く注意を喚起されるとと




















(2) ピノレマは，インドネシアとマレーシアとの粉争については何もコメ ント し
てこなかった。











に対し自制を促すことになろう。 ． 〔TheGuardian, 1. 23〕































































































































































































（注〉 A P電によると， 28日パンコクに到来iーしたスパンドリオ第1副首相は，中
国がインドネシアに5000方 F'／レの非軍事的計回iへの借殺を供与することになっ













































































































































1. イン ドネシアの国連脱退は， インドネシアとインドネシアが認めた他の国々と
の間に， 現存する友好関係に影響を与えるものではない。
1. インドネシアは，インドネシアの国連脱退によって， 将来の日本 ・インドネシ
ア関係になんら影響がないことを保証する。 〔毎H （朝） 1. 21〕
付録 E
中国・インドネシア両国の共同声明の内容


































J . 第2回アジア ・アフリカ会議の開催は非常に重大な意義をもつものである。こ
の会議はー庖高く帝国主義と新i日植民地主義に反対する旗じるしをかかげて，アジア・























































































いる〉。上記の 3点は， 国家統制経済の破綻 ・民間経済活動の奨励という傾向をある態
度うかがわせてくれる。
















V訪日なお検討中，ス外相一一ースバンドリオ外相は， スカノレノ大統領に対し， 1 
月の中国， ビノレマ，タイ訪問につレ、て報告したのち「私の日本訪問は日本政府の招

















































ならば彼らの思うままにまかせよ”と演説した。 〔H.R.2. SJ 
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る。 〔東京（朝） 2. 8] 
, 8.1紙に発禁措置一一Achmadi情報相は暫定的に， Berita Indonesia, Berita 
Indonesia Sport & Film, Harian Indonesia Barnの三紙を発行禁止すると発表し
た。




















知れないことを強く示唆したという。 ． 〔朝日〈朝） 2. 8〕
2月9日






















































Tri Bhakti 600.7 603.649 
Fadjar Bhakti 278.9 242.194 
Djaja Bhakti 333.6 133.737 
Aneka Bhakti 318.9 162.295 
Budi Bhakti 246.9 156.444 
Marga Bhakti 371.5 80.575 
Sedjati Bhakti 3.1 25.346 
2253.6 1404.241 
































































































v北スマトラの米国企業接収さる一一北スマトラの GOBSII, SOBSI, KBM, 
Sarbumusi, SKBI, RKS等の労働組合からなる共同活動委員会は， アメリカの侵
略に対するベトナム人民の闘争を支持して，北スマトラにおける若干の米国系企業
を接収した。
接収された企業は， ① DalokMerangir, Wingfoot Labuhan Batu における
Goodyear社所有の農園， ② Serbangan Asahan, Sungai Baleh, Kuala Piasa 
Asaharし GurachBatu Asahanにおける P.T. USRSP社所有の農園およびBunut
Asahanにおける同社の工場， Kisaranにおける事務所， ③KualaGunung, Huta-
padangにおける HawaianSumatra Plantation所有の農園， ④ Brastagiおよび
























































が注目されている。 〔朝日〈朝） 2. 18〕
2月 l8日



































であると語った。 [H.R. 2. 22; 
2月22日
, P. K. I.,Saleh副首相を批難一一共産党機関紙ノサアン ・ラヤットは民族企業家
































































Merdaka, ¥tVa:-ta Berita, Karyawan, Gaγuda, Semesta, Berita Indonesia, 
Revolusioner, Indonesian Observer, Mingguan BI-Sport clan Film, Gelora 
Minggu, Suluh Minggu （以上ジャカノレタ〉
Jndonesia Baru, Bintang Indonesia, Tjerdas Baru, Mimhar Umum, Waspada, 












し、j と述べた。 〔朝日〈タ） 2. 27〕
A政府，米国系農圏の管理化決定一一Dwikora閣僚幹部会は，インドネシアにお
けるアメリカ農闘企業を，所有権を侵害することなく政府の管理化におくことを決
















































































































ーガンを有している。前進せよ，決して後退するなの 〔H.R.3. s: 
3月4日

























































〔読売 （朝） 3. 10〕
































-) 18-37 II 
56 " 
Aneka Veemによって輸送手続中 17こり












































糸（香港 ・中国産） 1万1089こりが Tjirebon港の倉庫から倉出しされている。同
紡績糸は20番手糸3069こり， 30番手糸1182とり， 40番手糸988こり， 42番手糸5850
こりでBandung,Sukabumi, Purwakarta, Tjimahi, Bogar, Tjirebonの国営紡績会



















Tjukai A也 Sulinganterm SWI 240万8043.69 グ
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武器援助に関連して， 中央石油労働者行動連盟は， 共同声明を発表し， 政府が





する軍事援助決定に報復として行なわれた。 〔読売（朝） 3. 13〕
V金日成首相，訪イ予定一一北朝鮮の金日成（キム ・イノレソン）首相が 4月初め
























































































におくと発表した。この発表は ChairuI Saleh第 3副首相によって行なわれたが，
すでに19同には P.T. Stanvac Indonesia Pusat (Merdeka Selatan通り）， P. T. 



























(1) Mingguan Film （ジャカノレク）， (2) Pembangunan, (3) ¥Vaspada Taruna （週
刊）， (4) Mingguan Film, (5) Siaran Minggu, (6) SjarめanMinggu （以上メダ

































































































－〔IndonesianHerald, 3. 26_: 
3月 26B 









(1) Caltex：・委員長 Sul>otjo(Pertamin）－現在海外旅行中につき， Trisula 
(Pertamin）が代行する。 －副委員長 Harsono(I主！符石油ガス会社社長一DMGB)
・委員Tahya(Caltex), D. J uzar (Caltex), Mufti Djafar (Marhaenist労働組合〉
(2) Stanvac : O委員長 （Permina),0副委員長 SjurifA. Lubis (DMGB), 
O委員 S. Sumiradiredjo (Stanvac), J. . Sumitramihardja (Stanvac), Slamet 
'Widjaja (Perbun Sobsi), AD Siregar (Serbumusi) 
(3) Shell: 0委員長 St.Assin (Pennigan), O副委員長 SBPulungan (DM 
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と述べていると語った。 〔H.R. 4. 5.〕
, E. N.紙によると，スパンドリオ外相は同記者会見で，会談では植民地主義，
新独立国の発展，自由の理念について話合を行い意見を交換した。我々はまたベト
ナム，マレーシア問題についても話合ったと語った。 〔E.N. 4. 5.〕
4月5日





















































各国代表帰国 〔IndonesianHerald, 4. 6.〕
，日本の賠償で製紙工場拡張一一東京で日本の対イ賠償によるPematangSiantar 










































関は，（1)1のa), b ), C）については輸入業者が通貨契約を結んだ時点で関係、銀
行が行なう。（2)2については，申請が行なわれた時点で外貨流通局（BLLD）の支
局が行なう。（3)3の a), b ), c ), e ）については関税局が行なう。
〔IndonesianHerald, 4.7.〕
4月8日
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KA）と鉄道労働者同盟（KBKA）とが以前から解散を要求していた。 〔E.N.〕





















































































また，国民農業局で、は中部ジャワに綿花栽培を普及するため Demak,Blora, Pati, 
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インドネツア
ャカノレタに到着した。 JI島氏は空港で「式典が成功裏に行われることを希望するJ
との短い声明を発表した。 〔読売（朝） 4. 15. J 
l Pertomin，日本と原油輸出契約一一国営石油会社Pertarninは三菱石油と原油輸


























PN Aneka Niaga ( I日AnekaBhakti, Sedjati Bhakti) 
PN Aduma Niaga （旧 BudiBhakti, Marga Bhakti) 
PN Pantja Niaga (I日TriBhakti) 
-221- -( 83）ー
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PN Satya Niaga (I日FadjarBhakti) 
PN Pembangunan Niaga （旧 TulusBhakti, Djaya Bhakti) 
















a. 国営消費 ・生産体は， 国営商社から直接供給を受けるか，または独自で
輸入する。
b. 民間の消費 ・生産体は，国営商社から直接供給を受けるか，またはその






b. P. T. Negaraの独占する物資については P T. Negaraから。
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1. アフガニスタン， Dr.Mohammad Anas教育相， 2. アノレジエリア， Moham-
medi Said副大統領， 3. ビ〉レマ， UVun Ko Hau大使， 4.カンボジア， Norodom
Sihounuk元首， 5.セイロン， JH. 0. Paulusz大使， 6. 中国，周恩来首相，
7. エチオピア， KetemaYi任ru首相， 8. ガーナ， KojoBetsia外相， 9.ギニ
ア， HajShaiful Dialla計画相，10. ヨルダン， Dr.Hazem N usei bah外相， 11.
インド， Stibramanian食糧相， 12‘イラン， PutriAshraf Pahlevi, i3.イラク，
Abdul Munin Gailani大使， 14. 日本，川島正次郎特使， 15. 朝鮮，金日成首
相， 16.クエート， JacoubAbdul Aziz Al-Rushad大使， 17. ラオス，スファ
ヌボン副首相， 18. レパノン， MahmudNafes大使， 19. Pベリア， William
Tolbert副大統領， 20.マリ， MamadouGologo情報相， 21.モンゴノレ， Shirandey
議会話IJ議長， 22.モロッコ， AbdulMadjid Benggaloum国王特使， 23. ネパー
／レ， BiridraBeer Bichram Shaba殿下， 24. 北カリマンタン統一国家， Entjik
Azahari首相， 25.パキスタン， ZulkifarAli Bhutto外相， 26. フィリピン，
Cezar Bengsen最高裁長官， 27.ソマリ， AdamIshak Ahmad国防相， 28.ス
ーダン，Dr.Eltighani Almahi元首， 29. シリア， Dr.Mustafa Haadad教育
相， 30.タンザニア， TawaSaidi Tawa中国大使， 31. タイ， ThanatKhoman 
外相， 32. トノレス VeyselVerson大使， 33. アラブ連合， ZakariaMohidi El 
Din副大統領， 34.北ベトナム， PhamVan Dong首相， 35. ザンピア， Ditton
Mwinga国務相， 36. 南ベトナム解放戦線， NguyenVan Hieu教授， 37. 南ア
フリカ， Dr.Kerina M urumba国民党党首。 〔H.R.) 
V スカルノ ・周・ファン会談一一スカノレノ大統領，周恩来首相，ファン ・パンド
ン北ベトナム首相は，夕食を共にしながらアジア ・アフリカの連帯強化について4
時間にわたって会談した。この会談にはまた，中国の陳毅外相，インドネシアのス


































当ては 13万トンで， 内訳は精米業者連箆（GAPSI）に 8方トン， 農業協同組合
(Koperta）に 5万トンである。精米所の買付け価格は3ヵ月契約による農協手持米





を通さず直接仲介業者p 即ち精米業者と行なう。 〔E.N. 4.24〕
4月22日





























































































(3）林業省 II 一一 1200万ドノレ






収した。 〔読売（タ） 4. 29.〕
vスカルノ・斉藤会談一一斉藤インドネシア！駐在大使はムノレデカ宮殿でスカノレノ
























ほか，蔵内修治p 木村岡IJ輔，地JI府宇三郎，小11省二氏ら 6人で， 5月 5口出発し，
インドネシアではスカルノ大統領をはじめ政府要人と会談3 同国に約10日間滞在の



















偉大な指導者を助けているようだが，その実， ・中には， 国の経済ではなく， “自分自
身のための経済”を工面するに忙がしいものもいるという事実から起因している。
昨夜，内閣改造が発表された。ハイノレノレ，サレの省が三つに分けられ，アダム，マ




































































































































































































































交換率は27，公定交換率は 16.3であった一一 交換率に250を乗じたものが 1ドノレ当た
りのSPP仙絡である）。 たとえば，この規定を完全に実施することはほとんど不可能
である。 このことは3 政府の強い規制措霞にも拘わらず，ヤミ外貨の取引がかなり自
由に行なわれていることからも類推できる。 また， 3' 4の規定に関しては， u、わゆ
る“投機業者”が「ある輸什1業者ないしは他のSPP所有者と関係を結んで希望する物















































ナイジエリア大使， H.Moh. Sjarif （前 DenHaag駐在外交官〉

































ままに放置することはしない。 〔H.R. 5. 8.〕















l. Sriwidjaja肥料工場（PUSPRI),2. Sungai Gerong, Pladjuの冶－油施設，
3.南スマトラ最大の Musiゴムリミリング工場， 4.Kertapati石炭鉱山。
〔E N. 5. 10.〕
, SPP価格高騰一一ここ数日来 SPPの購買意欲は急 にふくれあがっている。 4








5月3日 4日 5日 61: 7 11 8日









まず実施の第 i段階として， 3万紡錘のBandjaran綿紡績工場， 2万500りがJ錘の
Padang綿紡績工場の建設が調印され， Bancljarnng工場は建設中， Padang工場は
建設資材を．輸送ltである。費用はそれぞれ420万 ドノレ， 360万ドノレである。
その後去る：-3J 30日に Makasar,Madi un両綿紡工場（それぞれ3万紡錘で420万
ドノレ）の建設契約が結ばれた。この二つのプロジェクトに対しては1965年末から建
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にさく） 2.競争，批判，自己批判，大衆路線， 3.最低活動.n同i(PKM) （委員会











れていない。 したがって，最近連合会議を開き， 16の大地方支部， 73の支部を設
・iflしたインドネシア漁民戦線（BNI）の設立の意義は大きい。 〔H.R.J
’Aidit記者会見一一PKI中央委員会事務局で行なわれた記者会見で， Aiditは，
PKI 45周年式典と 5月11日から5月13日まで行なわれる PKIri－，央委員会会議につ
いて説明した。
PKI 45周年式典で， 47のスロ ーがンを掲げるが，その1I 1で式典を決定づける主
要な五つのスロ ーガンは，








PKI 45周年のクライマックスは， 5月23日p スカ／レノ大統領が演説するスナヤ
























































〔朝H C朝） 5. 15.〕
T Banting Stirはマレーシア闘争の強加，Surochmon談一一国民党および労働戦線
(Front Marhaenis）の事務総長Surachmanは記者会見で次のように語った。











f OPS-impor, SPP制度改正に賛成一一中央輸入同種企業連盟（OPSImpor Perda-











































































働党代表がジャカノレタに到着した。 〔H.R. 5. 21.〕
V ス外相，記者会見一一スパンドリオ外相は，東京への／Ii，発に当たって記者会見
①t15 2阿アゾア，アフリカ（AA）会議前にマレーシア紛争解決のための首脳


























































































































































自由市場の24に比べると 7安となっているu 〔E.N. 5. 29.〕
v公共事業省が5部門に分割一一スカノレノ大統領は公共事業省（大臣 Suprajogi)
を下記の5部門に分割したと発表した。
1. 電力及動力省（大臣 Tr.Setiadi Reksoprodjo) 
2. 水力供給省（ " Ir. Harjo Sudirdjo) 
3. 道路建設省〈庁 Hartawan准将－TNI)
4. 都市計画省〈 ρ David Cheng) 
5. スマトラハイウェイ省〈グ Ir. Bratanata) 
(5省の統括大臣は Suprajogi)
また農業農地部門に公共機i阪省（大臣 Ir.Surachman）の新しい省が追加され
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付録


















































且I SPP制度について 13. N.紙5月7日社説





























































IV ふたたび SPPについて E. N.紙5月7日社説
ジャカノレタで最近行われたインドネシア銀行運営会議において， 銀行及び私的資本






すぎない。彼が以前， BuktiIndusemen, Bukti Expo (B. E.), Bukti Pendorong Expor 


































持ち，生産と輸出取引を推進するのである。第 l,I, 1I類品目の商品， f:![Jち衣食














の輸入をふやすという J.M.UBS 中央銀行大臣， Naanの戸．明は，確かに正しい。
最後に，SPPの検討と改善が，生産発展－とインドネシア輸出市場開発に絶対的に
効果的であるように， SPP法令が再検討される必要がある。





























n, 1類品同の物資の輸入にのみi:l午1fされるとし、う規定は64年の 4.H 17 H規則以米の
ものである。ただ，実施が規定にしたがわずSPPの投機的需要を増加させたのである。


























VJI ふたたび SPPについて B. N.紙5月17J:.l社説
最近えた情報によれば， SPPで輸入される品目表の編成は，最終段階に入った。こ













































































































































































































首も最近の BPS分子の活動活発化に言及して， BPSは単にインドネシア ・ジャーナ
リスト協会だけではなく，国民党の敵であると言明した（6.7）。





















































3. 海上産業省。大臣は Mardanus。 (Ant. 6. 6) 
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l Bukit Barisan第二師団司令官， Darjatmo准将（北スマトラ地方 Dwikora実
施担当官〉はメダンの諸新聞編集長との会合で， ImranZonyメダン ・インドネシ
































































































































































支出にしてしまう事にもなるのは明白である。 (H. R.) 
6月 12日

















































































宗教担当部門はK.H. Saifuddin Zuhri教授を統轄大臣とし，次の各省よ り成
る。（1）宗教省。大臣はK.H. Saifuddin教授。これに関しては特に 3名の大臣補
佐官即ち，プロテスタント担当大臣補佐官Abednego氏，カソリック担当大臣補
佐官 Kwari Sosrosumarto女史， ヒンズー・ パリ担当大臣補佐官 BagusPutu 
Mastra氏を任命する。（2）ハジ担当省。大臣は KデH. Farid Ma1ruf教授。（3）政府
とAlimUhama関係担当省。大臣はK.H. Moh. Iijas氏。（4）国務大臣は宗教担
当統轄大臣 K.H. Fatah Jassin氏の補佐を受ける。
財政部門の新組織
財政部門は SumarnoSH.統轄大臣が管理する。 上記の財政部門の新組織は，
(1）中央銀行担当省。大臣はJusuf M uda Dalam。（2）国家財政担当省。大臣は Drs.
Surjadi。（3)Iuran Negara省。大臣は Drs.Hugeng警察准将（現移民局長官。
その後任は WidigdaSudigman。 又， その代理は Sutarjo）。（4）保険担当省。
Sutjipto Adhidarmo大臣。
これと関連して，国営質屋p Arta Yasa国営企業，国庫局が中央銀行担当省に統





大統領は更に， H.Aminuddin Aziz （ナフダトウーノレ ・ワラマの書記長であり，
Mimbar Revo]usi紙の編集長〉を閣僚幹部会議補佐大臣に任命した。一方，今まで
歳出歳入監査大臣をしていた Moh.Hasan大臣は他の職務を与えられる。

















は含まれていない。 (B. N. 6. 23) 









3省に分割し， Abdul Aziz Saleh少将を統轄大臣とする軽工業部門を設置すると
言明した。との言明によれば，繊維工業大臣は AshariDanudirdjoインドネシア国
軍准将，軽工業大臣はJusufAmir准将（現MakasarHasanuddin第14軍指令官），
家内工業大臣は AbdulAzis Saleh陸軍少将であるo 軽工業部門統轄大臣補佐には

















V国営農園コeム輸出計画一一中部、ブャワの第8国営ゴム農園の IskandarA. K. 
氏は記者会見で， 1965年のゴム輸出目標は7万8578トンであると述べた。 (Ant.) 
6月 24日
’ス外相，各国代表と会談一一スパンドリオ外相はアノレジエリアのインドネシア






外相とも会談した。 (Ant. 6. 26) 




A ・A会議に出席する為出発した。随員は， ChaerulSaleh, Ruslan Abdulgani, Ali 
Sastroamidjojo, K. H. Saifuddin Zuchri, D. N. Aidit，羽Tilujo Puspojudo 
陸軍少将， Mardanus,David Chen, Oci Tjoe Tat。 (B. N. 6. 28) 
’Tani Marhaen, Bandar事件で声明一一TaniMarhaen農民組合理事長A.J. C, 
BarusはBandarBetsy事件の判決について言明し，法廷は農民の利益を全面的に









































































































































































































目的に到達しないように保護されなければならない。 (H. R.紙 6月10日に転載〉



























































それ故，昨夜報道会館でのインドネシア・ジャーナリスト協会理事長 A Karim 
DP.の演説で提案されたように， この問題について再び話し合いを行なうのが一番良






























多い機関は必要でない。 (H. R.紙 6月12日に転載〉


































































































l輸入 62年 ｜国 内生 産 ｜ 168年計叫
（トン） I （トン） ｜生産能力 ｜ （トン）
原綿 J A. 10,000 I D. 1,370 I I I. 150,000 
綿糸 IB. 29,000 I E. 10,000 ! G. 12,000 I 
綿 布［ C. 36,000 [ F. 39,000 J H. 83,900（トン）＼、




































工場 紡錘数 生産高 綿花消費量契約問
Grati 



















ATM （動力織機） 16,541 127,507,600 
ATBM（非動力織機） 118,677) 
’ ｝ 376.272.450 
手織機（Geclogan) 609,651 J ’ , 
744,869 503,780,050 
※6mを1kgとして換算（布地l隔 lm×70cm) 

































歳出内訳公務員人事費 457,880,QOO,OOO II 
32,030,0QO,OOO II 
その他経常支出 235,000,000,000 グ






















(2) 外間借款，援助，日本賠償 55, 125,000,QQO I 
(3) Bプロジェクト収入 P. M. 
(4) S A  C見返り資合 24,600,QQQ,OQQ II 
(5) 石油収入 25,000,QQQ,(}QQ II 

















生産部門 2,000億ノレピア ( 50%) 




















国立銀行 生産部門 50% 
輸出 P 40% 
その他の部門 10% 
民間銀行 生産部門 50% 




輸出 H 1,480 庁
その他の部門 510 " 
































7 日 V スカルノー大統仰はカイロでのナセル大統制，アユプカーン大統領，周恩来
t'，・4：日との四国首脳会談およびヨーロッパ訪日jを終えジャカノレタに加者した。
Vアイジット共産党r[:1央委員会議長とする同党代表団がソ辿をi17il/iJした。
9 日 V スパンドリオ外相のシリア訪問終了にともない「全・w：界の民族解放運動，と
くに帝国主義，外国の支配と干i少に反対して戦っている人民の迎似を支主？すべき
だjとの河悶の共同，r了明が発表された。
10日 Vスカルノ大統領は，繊維工業大臣に AsbariDnnudirdjo l{t将－を任命した。
’l足業省は下記のように国民（Rukjat）炭産物輸出目探而を決定した。
同氏ゴム！愉Hl 51万トン 2位0400万 lごノレ
3 フ也フ－ " 20万 F 30007] II 
グノ｛ ;:I II l方5QQQ I ヨ000万 H
コーヒ－ II 8 7J I l765]j" II 
グピオカ H 25フJ I 800万 H
ふすま I 1万5000" 50万。
桜花生Hl , 1000 " 不 明
一（ 156）一 -130ー
とうもろこし輸出














1 JJ5000 " 









その他 11 16万3000 II 176万 H 〔B.N〕
































25日 ' þÿRÝ•“m tJ；会党＠1涼）；長はサレ一節3副首相を訪問，サレー第3 M1J首相はイン
ドネシア政府はことしいっぱいで外資導入，外国との合弁事業を中止しＰ s (!:I: 
j主分.fj－）方式で日本と製鉄企業主始めたいなどのな1,'iJをIVJらかにしたほか，コネ












る日 V住友i［，盛合同等の1/fiH:6仕はインドネシア｜向けアルミ松，条の 11ド延：払いl愉II 

































































21目 T スパンドリオ外相は「1¥j i主！とインドネシアは近い将来，シンガポ〕／レを玖；1i
することはない。インドネシアのマレーシア，シンプ／ポ］／レに文・け－る対決政策は
今後もあ2けられるJと述べた。







30目 V共産党と国民党系などの約1000人がジャカノレタの米大：使館周辺で「米国粉砕 J 
一（160）一 -134ー






一一一19G5lrHJ] 171 i -






























































































イ γ ドネツア（ 7) 8月〕
4. 集団的あるいは個人的利害に民族的利益を優先させる。
5. インドネシア革命の五大波符－NASAKOM，パンチャシラ， Ivfanipol/
Usaclck, Tri Salcli 1'avip，自力更生一ーにJ.身するb
私はこのI寺から現在までこの命令が実行されていることを苔んでいる。





































































































































































ィγ ドネシア（7, 8 PI〕







































































































・1見f；の一定；u:(!¥mmwt penderitaan）実旋するつまりインドネシア革 命の5 Ji( 則とい
う五切日によって／liう際w《のない0:tJをよ:lつであろう。
ポゴー／レ＇（ i：ち・の採択以来，民族的紘一は，特にさらにtit続的に行なわれた偽？vfanipn¥
























































である l) '}l＇，：命のlりj{f.rとは人民の｜リ」t{1iである日インドネシア;iVf1l'tsD! 隊は，崇高な防衛












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































通常if輸出 ｜ 依託輸出 I 総
実行額































































































































































































































































































7月 l2,2s1.1 I 144.8 I 2,395.9 I 1,sss.o i 2,s4o.o 
8月 l2,283.o ! so.1 I 2,343.1 I 2,1t14.o l 2,435.o 
9月 I 1,676.4 I 1os.2 I 1,1s1.6 I 1,625.o I 1>1so.o 
第3・四半期｜ 6,210.s ! s10.1 I ι520.6 l_ 同 7.o 1 1 ,055.o 
10月 J 1,628.1 I 42.s / 1,670.6 / 1, 766.o J 1,929.o 
11月 I 1,355.7 I 51.4 I 1,401.1 I 1,207.o I 1,733.2 
12月 I2,499.9 l so.2 I 1,530.1 I 3,413.0 I l, 349.8 











6’210.5 I 310.1 I 6,520.6 
5, 483. 7 ' 124 . 1 ! 5, 607. 8 












1月 1 ],78tJ.9 I 11:~.] ( J,918.0 I 1,G25.0 I l,'19!).'{ 
2) j t 1 , 7GL 7 J JG:{. 2 ! J , 923. 9 ) J , 524, 0 J l, fJ!Hi. 0 
3 YlI 2,209.2 1 911.3 I 2,ao:L5 I l,G77 .0 I ] ,GOI.4 
郊 I・四川 l5,7日8 I 390.6 I 附 6.4 I ι826 .1 l '1,662.8 
,1 n I 1,305.8 l 1ss.s l 1,494.6 I J 1,922.9 
5月 I 1,490.4※I 100 .4 I 1,590.8※I I 1,544.9 
6月 I 1,s10. 7※1 6 . 2 I 1 , 816. 9※I I 1,847.9※ 
ふ．白羽目 1---4,6雨対－五.4 r 吋2.－~た1 J 5,315.7 
7月s I 1,043.6 l 4. s s I 1,048 .4 l 1 
8月s1 416. a I 1.s s I 41s .1 I I 
( 1 --21日） JI I I I I 
〔注〕 S＝恒定数字
※＝追加による修正数字（9月7日 B.N.紙〉
〔；沢注〕 B. P. S.は中央統計局の統計





























































































(Gardu Induk Tjawang & Tjigelereng) 
飲料水プロジェクト



































































































































Setjang, Grati, Tjipadung 
ハンガリ ー








UMF Werk Spoor NV f{151?i1 ( i(J巡省〉
U S A 








ll 737f 2G84 11 






l相当りの仙．格（C&F) $ 207 
ノレピ 71lti 格
微献金
207×Rp. 250=Rp. 51,750 
20 XRp. l,350=Rp. 279,450 
）｜輸入 税 Rp. 0 
陸上げ古！！i格 Rp, 331)200 

















(1) 病虫害ぼくめつ作戦。ランポン，西部ジャワ，中部ジャワ 2 東部ジャワへの
専門チ｝ムの派遣。 7月における病虫害ぼくめつの 3パイロット・プロジェクトの
放！置く西部ジャヲー－Bekasi,Krawang, In<lramaju, Purwakarta, Tjirebon，中部
ジャヲー－Brebes,Tlgal, Pemalang, Pekalpngan, Tjilatjap, Banjumas, Purworedjo, 

















































































































5 日 T KOTARI任命式一一スカルノ大統領はボゴール宮殿で自力更生司令部（KOT-
ARI）のメンバーを次のように任命した。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































集団）, (14)チュギト（共産主義集団〉， (l5)アノレジ ・カノレタワィナタ， Mシア
ウ・ギオク ・チャン， Oカスマノレノ， ωハノレトノ E:KO（海兵隊？〉少将， (19)サ
タリオ警察准将， ωザイニ ・マンスーノレ〈中央青年戦線〉， ωヤヒア（中央
青年戦線〉， ωスカトノ〈中央青年戦線）， ωノξンパン ・クスノパジ（全国学
生連盟〉， ωラーマン（民族戦線副事務総長〉， ωノリレドヨ（学生〉， ωノミ
スキ・ラフマット少将， 納リャチュドウ准将， ωソリチン准将， ωアミー
ノレ・マフムツド准将， 0アンディ・リグァイ准将， ωスヨノ陸軍少佐，紛レ
オ・ワティメナ空軍准将，(33)ウタミ・スルヤダルマ，(34)Ａ・ラティーフ陸軍
大佐， ¢3$ウマノレ ・ウィラハディクスマ少将， 0スペニ女史，紡γノ1ムダ・マ
ワノレデ、ィ女史，鱒スノリレティ・スワノレト女史， ωファタ大佐， ωスヘノレマン































































「革命評議会の中には， BasukiRachmat少将， Ryacudu師団長， Solikin























































































































































































































Brawidjaja第8軍管区代表 R. Soenarijadi 
スラパヤ高等検事 KoharHari Soemarno 
民族戦線スラバヤ支部
海寧司令官 S.Koesoembrot 0 
第6Kodamar司令官 Soejatn 
空軍司令官 SoedarjoAdisaputr 0 
東部ジヤワ政F台団体代表
PNI, Reddy Sudijanto 
Partindo, Koestondo 
IPKI S. Ramelan 
Perti, H. Hanafie Sofyan 
Partai Katholik IM Soejoko 
Parkindo NP Tambunan 
NU  Koesholehoedin 
PSII Mansur Burhan 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































T KOTI事務局長談一一スチプト KOTI事務局長は， 「スカルノ大統領は1964年
4月12日に PKI幹部にインドネシアの現行法，秩序を守るように，さもなくば，
PKIを解散させると警告したことがある」と言明した。

































































































































































































































































T NU党， ス大統領，ナ国防相を支持一一回教徒党中央委員会は ワイッド議長
の署名で声明を発し，事態復旧のためスカノレノ大統領，ナスチオン国防調整相に



































































































































































































































































































































































































































I/ 第三 II 一 ダJレソノ II 
， 第四 I 一一ノ、／レトノ II 
ff 第五 ff ～－7，ノ、ノレノ II 
， 第六 II 一ーダ／レヤトモ fl 
{I 第七 II ーーアラムシヤ JI 
• fik：寧t司令官第一次官ームルジット少将










































































































1. ベンジン， 250ノレピア／リットノレ， 2.ケロシン， 150ノレピア， 3.ソラーノレ（ADO)
































































































































































































































































































































































































なお KAMIに加盟している学生団体は， PMII,PMKPI, Mahasiswa Pant.. 
-133- 一（263）一
インドネシア（11月〉





















伊 第二 H ースミトロ ， 
グ 第三グーダノレソノ If 
II 第四 II 一ノリレトノ II 
” 第五
， ースノVレノ ， 
I 第六 I ーダノレヤトモ f’ 
II 第七 II ーアラムシャ II 
－陸軍司令官第一 deputy－ムノレジッド陸軍少将
グ 第二 M ーパンガベアン M








































Vアイジ ・'J ト中部ジャワに一一スハノレト少将はアイジット議長は， 9-30事件の
ノミイロット計画に含まれている中部ジャワ！:fur<.に潜伏している報道があると語っ
た。
4 日 ，ミナハサ国民戦線解散ーー ミナハサ国民戦線執行委員会が解散され，新たに














































































Vパリの治安対策一一パリ j誌の PKI系団体は一時的に停止されたっ これら団
体はノ〈リサン ・タニ ・インドネシア， ゲ1レワニ， プムダ ・ラヤット， νクラ，





















































T MPRSで PKI処分一一・人気諮問会議 （MPRS）の議長サレー第三副首花はp
MPRSの102名のメンパーが、 9-30事件関連のかどで、権利を停止されたと述べ
fこ。





































' 7政党共同声明一一英雄記念日に， 7政党は共同声明を発し， PI<Iとパノレテ
インドとパペノレキを9-30事件の直接の首謀者であるとし，これらの党の解散をス
カノレノ大統領に訴えた。共同声明はステンディ （PNI), スジャナ （IPKil, ムイ


































































































































わんとするものは，誰であっても PNIと対決せざるを得ない。 PNIが， 9-30事
件根絶を支持しているのもこの理由からであると語った。
, PKI公式に解散される一一アジェ西ジャワ軍司令官は，西ジャワ・ ドウイコ












































3. PNI－‘Suluh Indonesia ’紙
4. Partindo-'  Banteng Rakjat’紙












































































































24 8 V新軍幹部任命一一スカルノ大統領は，オマルダニ少将の後任にムノレヨノ ・へ
ノレランパン少将（RearMarshal）を空相に任命した。
T 9-30事件はネコリムと同列一一ケヌル・イドリス KOSTRAD参謀長は，



























































てし、るが， “63年第 1@] Package Deal，，協定にもとづいて行なった65年輸出入





































を命じた。尚， KAMIに加盟している学生団体は， PMI,PMKPI, Mahasi wa 














































































































1 目 ,6政党団結を声明一一一9.30事件粉砕連合を組織する 6政党， I大衆団体は内
部団結を強める旨の共同声明を発表した。各党代表者は， K.Chalid K. Dahlan 
Aziz (NO) H. Tjokrominoto U Zabidi (PSII) Kasimo, Duriat Tjan （カトリッ
ク党） Siregar Simorangkir Pasila （プロテスタント党） Hidajat女史，.Kustarjo 






























8. ウスマン中佐（ / ) 
9. ウスマン少佐（ I ) 
10. カノレシデ少佐（ I/ ) 
11. カlレタワィ少佐（ II ) 
12. ムノレジョノ少佐（ I ) 
13. スパデ、ィン少｛主（ II ) 










法化した。その団体は， BTI,SOBS!, PGRI Gerwani, Pemuda Rakjat CGMI, 
HSI, IPPI, Lekva LPN Ichwanul Muslimin Baperki, Perhimi PPI レス ・ノξ
プリカ大学 JajasanPendidikan dan Pengadjaranである。
































9 日 , PKI系労働組禁止一一東ジャワ ・ドウィコラ執行官は東ジャワ地区での9.30
事件関連の産業別労働組合の活動を一時的に禁止した。これらはSBEI,SBSKK, 











箇－の自衛組織を作る予定である。この内訳は PNI=20%,NU=20o/o, Moslem= 
10%, PSI1=10%, IPKI=10%，カトリック党＝10%, パノレキンド＝10%，他の
職能団体＝10%である。






























































16日 V南力リマンタン PKI解散一一ユワォノ南カリマンタン ・ドウィコラ実施担当
官は同地区の PKI，その翼下団体を解散させた。なお，それら団体は PR,SOBSI, 
HWI, Lekva, CGMl, PGRT, IPPJ, BTI, Baperkiである。
Vジョゲジャ PKI解散一一市当局と5000人の PKL 同シンパを前に，ハルジョ
ノ・ PKI，ジョグジャカノレタ委員は， 1:iJ地区での PKT，その翼下団体を解散する
ことを宣した。
v ドウィコラの反9.30活動一一ドウィコラ若手士’広からなる情報委員会の指導









































米 国一－ 1 4,382.1500 （第2巨i/ ) 























名 称、 面積（ヘクタール〉 場所
チ ピ ツ 1,725.57 パンドン
2) チ サ ガ 913.47 チアミス
3) チ カ ソ 654.32 スカブミ
4) ノξノレアジャック 121.38 ロムパン
シララング 554.93 メンテン




















































































































































































































































































































































筏i:r.耳東京 353t'J42 31 （代表）
妹式会社 第 二 印刷所
株式会社 J¥・ 精 製本所
昭和41年 1月25日印刷
iPiHi:1.i下2月1日発行
所ヲ長 行
所
ψ
阜
、明。！” 
製 アジア経済研究所
